
　 全 大 教 新 聞　　　　　　　　　第344号    　　　　2018年2月10日　　 　　　（１）　　　（１）

罫
 高
専
機
構
本
部
と
の
団
体
交
渉
を
実
施

罫
 北
海
道
大「
無
期
転
換
緊
急
相
談
会
を
開
催
」

罫
 性
急
な
退
職
金
カ
ッ
ト
強
行
に
抗
議
を
～
声
明
発
表

茎
 論
壇「
性
の
多
様
性
と
人
権
 ～
組
合
へ
の
期
待
」

　
 弘
前
大
学
男
女
共
同
参
画
推
進
室
助
教
 山
下
梓

茎
 専
門
部
等
の
活
動
報
告「
事
務
職
員
部
」

　
　
　
　
　
　
　
部
長
 武
市
全
弘（
名
古
屋
大
学
）

荊
 単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

猿
 東
京
学
芸
大
学

　「
多
様
化
」・「
流
動
化
」の
時
代
に
最
後
の
砦
と
し
て

猿
 奈
良
女
子
大
学

　「
組
合
と
し
て
の
大
学
、そ
し
て
、大
学
と
し
て
の
組
合
」

荊
 わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

　　　（１）　　　（１） 　　　（毎月10日発行）

　
な
お
、
高
専
運
営
費
交
付
金

関
連
は
別
途
専
門
教
育
課
と
の

会
見
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

て
い
ま
せ
ん
。
全
大
教
は
、
さ

ら
に
政
府
を
動
か
す
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
政
府
予
算
案
の
決
定
を
う

け
、全
大
教
は
文
部
科
学
大
臣

宛
要
望
書
（
短
縮
U
R
L
 、

https://goo.gl/M
vbU

jN

）

を
提
出
し
、文
部
科
学
省
と
の

会
見
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
会
見
の
や
り
と
り
の
中
で

特
徴
的
な
の
は
、文
部
科
学
省

と
し
て
、大
学
の
基
盤
的
経
費

が
危
機
的
状
況
に
あ
り
、そ
の

こ
と
が
若
手
人
材
の
雇
用
や

研
究
費
確
保
と
い
っ
た
大
学

の
存
立
基
盤
を
脅
か
し
て
い

る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い

る
こ
と
を
率
直
に
語
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で

す
。
た
だ
し
、そ
の
認
識
が
政

府
の
施
策
や
予
算
編
成
を
動

か
す
こ
と
に
は
未
だ
繋
が
っ

無
期
転
換
促
進
の
取
り
組

無
期
転
換
促
進
の
取
り
組
みみ

（写真左）要望書を手渡す 　　
　　　　中富公一 中央執行委員長

続報
　
室
蘭
工
業
大
学
は
、
2
0
1

7
年
　
月
　
日
、
改
正
労
働
契

12

20

約
法
で
生
涯
5
年
上
限
と
し
た

非
常
勤
職
員
の
雇
用
期
限
を
超

え
る
雇
用
を
可
能
と
し
、
一
時

的
な
補
助
業
務
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）
を
除
い
て
事
務
・
技
術
補

佐
員
に
つ
い
て
も
「
原
則
無
期

転
換
」
と
す
る
方
針
を
職
員
組

合
に
示
し
ま
し
た
。
約
　
人
が

70

対
象
で
す
。

　
大
学
は
2
0
1
2
年
秋
、
改

有
期
雇
用
職
員
の
大
半
（
時
限

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
産
育
休
代
替

等
の
時
限
業
務
を
除
く
）
の
契

約
更
新
上
限
撤
廃
を
決
定
。　10

月
に
直
接
雇
用
化
の
決
ま
っ
た

全
学
約
3
千
人
を
数
え
る
非
常

勤
講
師
に
つ
い
て
も
更
新
上
限

は
設
け
な
い
方
針
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　
労
働
契
約
法
の
精
神
を
正
し

く
具
現
し
、
全
国
の
国
立
大
学

は
も
と
よ
り
公
私
立
大
学
、
更

全
国
の
労
働
者
の
勝
利
へ

東
京
大
学
教
職
員
組
合

ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

経
営
協
議
会
の
外
部
委
員
で
あ

る
室
蘭
市
長
要
請
や
、
道
労
連
・

全
大
教
北
海
道
の
支
援
を
受
け

北
海
道
労
働
局
へ
の
指
導
要
請

に
も
臨
ん
で
来
ま
し
た
。事
務
補

佐
員
の
組
合
員
も
3
人
か
ら
　10

人
に
増
や
し
ま
し
た（
2
0
1
7

年
　
月
現
在
）
。
そ
う
し
た
中
、

12
東
京
大
学
の
期
限
廃
止
に
勇
気

を
得
て
2
0
1
7
年
　
月
　
日

12

15

か
ら
大
学
周
辺
で
街
頭
宣
伝
行

動
を
行
っ
た
直
後
の「
原
則
無
期

転
換
」表
明
だ
け
に
喜
び
も
ひ
と

し
お
で
す
。

　
今
後
は
、東
大
の
よ
う
に
雇
用

期
限
自
体
の
撤
廃
や
給
与
の
定

額
頭
打
ち
の
改
善
等
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
 （
書
記
長
　
高
木
 稔
）

「
原
則
無
期
転
換
」か
ち
取
っ
た

室
蘭
工
業
大
学
職
員
組
合

に
は
大
学
外
の
一
般
民
間
企
業

に
も
模
範
を
示
す
快
挙
で
す
。

　
東
京
大
学
教
職
員
組
合
は
年

度
頭
初
以
来
、首
都
圏
大
学
非
常

勤
講
師
組
合
と
全
面
共
闘
、全
大

教
・
都
大
教
と
も
連
帯
。
加
え
て

報
道
・
出
版
・
政
治
・
行
政
を
含

む
広
い
意
味
で
の
国
民
世
論
か

ら
も
、予
想
を
は
る
か
に
超
え
た

熱
い
声
援
を
賜
り
ま
し
た
。名
実

共
に
全
国
戦
・
総
力
戦
の
成
果
で

あ
り
、ご
助
力
下
さ
っ
た
全
国
の

同
志
の
皆
さ
ん
に
、こ
の
場
を
お

借
り
し
て
衷
心
よ
り
御
礼
申
上

げ
ま
す
。

　
さ
て「
戦
後
処
理
」の
現
況
は
、

と
言
え
ば
、時
限
業
務
を
偽
装
し

て
雇
い
止
め
正
当
化
を
目
論
む

等
、今
度
は
せ
っ
か
く
の
全
学
方

針
の
潜
脱
を
企
て
る
部
局
や
現

場
の
人
事
担
当
者
た
ち
が
続
出
。

総
論
賛
成
・
各
論
反
対
、
学
内
他

部
局
で
の
安
定
継
続
雇
用
は
望

ま
し
い
こ
と
だ
が
、ウ
チ
だ
け
は

雇
い
止
め
し
た
い
、と
い
う
部
局

管
理
者
の「
地
域
エ
ゴ
」
。
学
内

各
所
を
駆
け
ず
り
回
っ
て「
モ
グ

ラ
叩
き
」に
明
け
暮
れ
る
我
々
職

組
の
「
過
労
死
」
の
日
々
は
、
い

つ
終
る
の
か
…
。

   （
執
行
委
員
長
　
佐
々
木
 彈
）

正
労
働
契
約
法
の
施
行
を
前

に
、
当
時
6
年
（
3
年
＋
3
年
）

の
雇
用
期
限
を
職
員
組
合
や
過

半
数
に
上
る
教
職
員
署
名
の
反

対
を
押
し
切
っ
て
5
年
（
3
年

＋
2
年
）
に
変
更
し
ま
し
た
。

職
員
組
合
は
粘
り
強
く
無
期
転

換
を
要
求
し
続
け
、
特
に
昨
年

初
頭
か
ら
、
全
国
の
闘
い
の
進

展
を
背
景
に
、
事
務
職
員
ア
ン

ケ
ー
ト
活
動
、
教
職
員
向
け
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
、
所
属
長
要
請
な

「とてつもなくうれしい！組合に入って良かった！」

記者会見での様子（2017年12月19日）

猿
 改
正
労
働
契
約
法
の
無
期

転
換
ル
ー
ル
の
国
立
大
学
法
人

等
で
の
状
況
に
つ
い
て
、
各
大

学
で
雇
用
期
限
を
設
定
す
る
場

合
に
は
そ
の
理
由
が
説
明
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
べ
き
、

と
回
答
。
ま
た
、
文
科
省
と
し

て
新
た
な
状
況
調
査
を
1
月
　19

日
回
答
締
切
で
実
施
中
。

猿
 退
職
金
引
き
下
げ
に
つ
い

て
は
、
特
殊
要
因
運
営
費
交
付

金
の
精
算
の
基
準
を
国
家
公
務

員
で
あ
っ
た
場
合
と
し
て
計
算

す
る
の
み
で
あ
り
、
各
法
人
に

お
い
て
退
職
手
当
は
独
自
に
決

め
る
こ
と
が
で
き
る
、
1
月
1

日
に
各
大
学
に
お
い
て
必
ず
規

則
変
更
を
し
て
く
れ
と
い
う
話

は
し
て
い
な
い
、
と
発
言
。
な

お
、
年
俸
制
移
行
促
進
費
の
退

職
手
当
相
当
分
は
、
改
正
の
都

度
再
計
算
さ
れ
る
。

　
会
見
に
は
、
国
立
法
人
支
援

課
 佐
野
課
長
補
佐
ほ
か
各
担

当
部
署
か
ら
　
人
。
全
大
教
か

12

ら
中
富
委
員
長
ほ
か
中
央
執
行

委
員
会
か
ら
　
人
が
参
加
し
ま

11

し
た
。 （
書
記
長
　
長
山
 泰
秀
）

猿
国
立
大
学
法
人
運
営
費
交

付
金
は
対
前
年
同
額
の
1
0
，

9
7
1
億
円
。

猿
国
立
大
学
経
営
改
革
推
進

事
業
（
補
助
金
）　
億
円
。
概

40

算
要
求
で
こ
の
中
に
含
ま
れ

て
い
た
若
手
人
材
支
援
事
業

は
計
上
さ
れ
ず
、　
億
円
が
運

22

営
費
交
付
金
の
内
で
措
置
さ

れ
る
こ
と
に
。

猿
 文
科
省
と
し
て
は
、若
手
人

材
支
援
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
ま
た
基
盤
的
経
費
の
充
実

に
努
め
た
い
と
発
言
。

猿
 「
新
た
な
経
済
政
策
パ
ッ
ケ

ー
ジ
」
に
明
示
さ
れ
た
高
等
教

育
無
償
化
の
具
体
化
は
、
文
科

省
に
専
門
家
に
よ
る
会
議
を

設
置
し
て
検
討
を
始
め
る
。

　
2
0
1
7
年
　
月
、
東
大
は

12

つ
い
に
全
学
約
8
千
人
に
上
る

関
連
記
事
掲
載

関
連
記
事
掲
載（（
2
面〈
北
大

2
面〈
北
大
〉〉、4
面
、4
面〈〈
東
京
学
芸
大
、滋
賀
県
立

東
京
学
芸
大
、滋
賀
県
立
大大
〉〉））


